
 

 

 

 

 

 

 

 

 

風薫るさわやかな季節となりました。皆様、いかがお過ごしでしょうか。この４月、子どもたちは

高学年となりました。小学校生活が３分の２終わり、義務教育９年間の折り返しとなります。 

５年生では二泊三日の宿泊学習，委員会活動，本格的な対外活動など、成長の機会が盛りだくさん

です。そこで、今年の学年だよりのタイトルを「タッチダウン！」としました。勉強も運動も、仲間

と『学び合い』、助け合い、協力し合いながら成長を目指しますが、最後の最後は個人です。今年は

「個」の強さ、優しさ、逞
たくま

しさもさらに意識しながら、支援していける一年にしたいと思います。 

 ご挨拶遅れましたが、今年度も５年１組の２８名を担任させていただくことになりました。新学期

始まるに当たって、まず子どもたちにリセットして始めることを伝えました。ゼロからスタートする

気持ちで、これから１年間，お子様の健全な成長に携われるよう，昨年同様精進して参ります。ご協

力の程，どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

月 火 水 木 金 

９ 特日課／始業

式／新任式／一斉

下校 

１０ 特日課／入

学式／委員会 

１１ １２ 身体計測 １３ 音楽集会／

代表委員会 

１６ 口振日 １７ とちぎっ子

学習調査／特日課 

１８ Ｂ５日課／

授業参観／PTA

総会／懇談会 

１９ Ｂ４日課／

視力検査 

２０ 家庭訪問／

特日課 

２３ 家庭訪問／

特日課 

２４ 家庭訪問／

特日課 

２５ 家庭訪問／

特日課 

２６ 家庭訪問／

特日課 

２７ ＬＢ／代表

委員会 

 

《５月のおもな行事》（変更になる場合があります） 

   ８（火）１年生を迎える会     ９（水）子ども 110 番の家訪問 １２（土）ＰＴＡ奉仕作業 

 １４（月）運動会練習（～２５日）２６（土）運動会           ２８（月）運動会振替休日 

 ３０（水）プール開き 

 

 

1組  野口 恭平 

今年度もまた、子どもたちの担任をさせていただくことになりました野口恭平です。改めて自己

紹介をさせていただきます。出身は大平町で、今年で３２歳になります。これまで、中学時代はサ

ッカーを、高校時代はウェイトリフティングをしていました。大学時代は教育心理学を専攻し、部

活はアメリカンフットボール部で４年生の時はキャプテンを務めていました。また、大学院時代は

プロレス研究会にも所属し、レフェリーを務めていました。最近はこのグローバルな社会に適応す

るため（？）に、英語を習い始めました。本を読んだり、すごい人の話を聞いたりするのが好きで

す。 

昨年度同様、メリハリがあるクラスを目指します。詳しくは懇談会でお話ししますので、ご多用

と存じますが、是非１８日の授業参観及び懇談会にはご臨席賜りますようお願い申し上げます。 

色々とご迷惑おかけすることもあるかとは思いますが、ご協力の程、よろしくお願い致します。 

☆ お世話になる先生方 ☆ 

田中新一先生／藤原章子先生／坂本真理菜先生／ホセリトラビナ先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第５学年  学年だより 

４月号 

栃木市立南小学校 

平成３０年４月９日

日 

 

①「家庭環境票」「保健調査票」「緊急連絡カード」の記入について 

  変更がある場合は赤もしくは修正液で訂正し，変更がない場合はそのまま 1１日（水）までに提

出してください。保健調査票は，保護者印を押してください。また，「緊急連絡カード」について

は、毎年最新の情報を記入して提出していただくことになりました。欄外にお電話を受ける優先順

位もご記入お願いします。 

 

② 筆記用具は基本的に，鉛筆５本・赤鉛筆１本・青鉛筆１本（赤・青ボールペンも可）・消し

ゴム１個・直定規を持たせてください。線を引くためのラインマーカーも持たせていただいて大丈

夫です。シャープペンシルや遊びに使うような筆記用具は持たせないようお願い申し上げます。 

 

③ 授業参観・PTA 総会等の通知を本日配付しました。出欠の返事を１３日(金)までに提出お願い

します。日時の確認等をよろしくお願いします。また、ご希望いただいたご家庭への家庭訪問につ

きましては、多少時間が前後することもあるかとは思いますが、どうぞご了承ください。 

生活目標    明るいあいさつをしよう（オ・ア・シ・ス） 

          ・だれにでも明るいあいさつをしよう。 

          ・大きな声で「はい」と返事をしよう。 

人権目標    正しい見方，考え方に基づいて行動できる。 

 

 


